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●
社
協
大
津
支
部 

『
大
津
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
』 

８
月
１８
日
（
金
）
、『
大
津
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
』

で
、
姫
路
城
世
界
遺
産
登
録
30
周
年
記
念
事

業
「
姫
路
城
の
魅
力
＆
し
ろ
ま
る
ひ
め
と
遊

ぼ
う
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
姫
路
城
が
世
界
文
化
遺
産
に
な

っ
て
、
３０
周
年
を
記
念
す
る
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
、
し
ろ
ま
る
ひ
め
も
登
場
。
姫
路
城

に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
分
か
り
や
す

く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
代
間
交

流
事
業
と
し
て
開
催
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
方
と
楽
し
く
お
城

の
魅
力
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

姫
路
城
の
お
話
の
あ
と
は
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

子
育
て
に
つ
い
て
の
あ
る
あ
る
や
、
お
悩
み

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
保
護
者
同
士
で
楽

し
く
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

しろまるひめも登場！ 
 

●
飾
磨
・
東
・
面
白
山
児
童
セ
ン
タ
ー 

『
講
師
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム 

支
援
者
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』 

飾
磨
・
東
・
面
白
山
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子

育
て
広
場
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
を
対
象
に
、
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
の
「
困
っ
て
い
る
こ
と
や
知
り
た
い
こ

と
」
を
聞
き
取
り
、
要
望
内
容
に
つ
い
て
じ
っ
く

り
と
お
伝
え
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
社
協
高
浜
支
部
「
高
浜
子
育
て
支
援

わ
か
ば
」
「
ゆ
め
ラ
ン
ド
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
合
同

で
参
加
し
ま
し
た
。
60
分
コ
ー
ス
で
、
年
齢
別
の

手
遊
び
・
ダ
ン
ス
を
紹
介
し
、
実
際
に
出
来
る
よ

う
に
練
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で

も
人
気
が
あ
り
、
練
習
も
少
な
く
簡
単
に
で
き
る

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
紙
シ
ア
タ
ー
な
ど
に
つ
い

て
の
紹
介
や
、
実
際
に
シ
ア
タ
ー
を
手
に
取
る
時

間
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

子
育
て
支
援
事
業
は
、
参
加
し
た
親
子
が
地
域

の
方
と
知
り
合
い
に
な
り
、
ゆ
っ
く
り
情
報
交
換

が
で
き
る
時
間
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
「
は
じ
ま
り
」

「
中
間
」「
終
わ
り
」
に
ス
タ
ッ
フ
が
使
え
る
「
ち

ょ
っ
と
ネ
タ
」
や
、
参
加
者
も
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ

ー
を
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
支
援
者
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。 

 

参加者同士で楽しくおしゃべり♪ 

紙皿シアターを体験中       実際に手にとって体験！ パネルシアター見ています 

質問コーナーでは、こどもから 

可愛い質問がありました！ 

「姫路城とシンデレラ城はどちら 

が大きいですか？」 

参加者の声 



 

『さぎまるくん』の着ぐるみの貸出を

行っております。 

子育て支援事業に関わらず、地域の活

動やイベントなどで、ご活用していた

だければと思います。 

お気軽にご相談ください。 

各支部の工夫ある遊びを冊子にまと

めた『遊び方知恵袋』が完成しまし

た。 

追加の要望がございましたら、お気

軽にご連絡ください。 

姫路市社会福祉事業団の『講師派遣プログラム』 

姫路市社会福祉事業団が運営する児童センターの児童厚生員がアイデアの提供、指導者向けプログ

ラムの実施、技術指導を行います。 

費用は、工作など要望により材料費が必要なこともありますが、原則無料です。 

申込み・問合せ先は、飾磨児童センター・東児童センター・面白山児童センターとなっております。 

 

【問合せ先】 

●飾磨児童センター   TEL：079-234-6090 FAX：079-234-0576 

●東児童センター    TEL：079-253-6001 FAX：079-252-2357 

●面白山児童センター  TEL :079-294-3345 FAX：079-298-6404  

                                                                                                                                                                       

 

 

令和５年９月現在、市内７１支部中５６支部で子育て支援事業が実施されています。 

他支部の事業の見学も調整させていただきますので、お気軽にご相談ください。 

姫路市医師会による『子どもに関する問題』についての講演 

子育て中の保護者への啓発のため、姫路市医師会による講演をしていただくことが、可能となりま

した。 

講演の希望がございましたら、下記までお問合せください。姫路市医師会と調整させていただきま

す。 

 

【問合せ先】 

姫路市社会福祉協議会 地域福祉課 担当：平井    TEL：０７９－２２２－４２１２ 

～子育て支援事業の立ち上げについて～ 
 


